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1. リリースノートをご覧頂き、対象端末が Server Security (Standard & Premium)の動作要件を 

満たしているかご確認ください。 

 

[Server Security (Standard & Premium) リリースノート] 

https://help.f-secure.com/product.html#business/releasenotes-business/latest/en/fsess-latest-en 

 

[Server Security (Standard & Premium) 管理者ガイド] 

現在準備中となります。 

 

2. 以下のサイトよりインストールパッケージをダウンロードします。 

[Client Security (Standard & Premium) ダウンロード URL] 

https://www.f-secure.com/en/web/business_global/downloads/server-security 

 

3. Policy Manager Console を起動し Policy Manager にログインします。 

4. インストール＞インストールパッケージをクリックします。 
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5. [インポート]を押します。 

 

 

6. 手順２でダウンロード頂いたインストールパッケージを選択し[インポート]を押します。 
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7. インポートプログレスバーの表示が無くなり、パッケージの名前一覧にインポート頂いたパッケージ

名称が表示されていることを確認します。 

 

 

 

8. 対象パッケージを選択し[エクスポート]を押します。 
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9.作成したインストーラを配置するフォルダを指定し[エクスポート]を押します。 

 

 

10. リモートインストールウィザードが表示されましたら[次へ]を押します。 
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11. 作成されるインストーラのエディションを選択頂き[次へ]を押します。 

  Policy Manager が既に評価版から製品版へと切り替わっている場合、この画面ではキーコードを 

  求める画面が表示され、製品版インストーラのみ作成可能となります。 

 

 

12. 製品の言語を選択して[次へ]を押します。 
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13. 他のポリシーグループ・端末の設定をインストーラに含める場合には、ポリシーの対象を選んでか 

ら[次へ]を押します。 

 

 

  デフォルトポリシー： 

  デフォルト設定値にてインストーラを作成される場合に選択します。 

 

  ポリシーの対象： 

  既に管理対象のインストール済み端末が存在し、そのポリシーグループや端末と同一設定にて 

  インストーラを作成される場合に選択します。 

 

14.Policy Manager との通信設定を行い[次へ]を押します。 

 

 

  ポリシーマネージャサーバのアドレス： 

  接続先ポリシーマネージャサーバのアドレスを入力します。 

  名前解決が可能な場合にはコンピュータ名や FQDN で入力頂けます。また、Policy Manager が 

  稼働するサーバ機が固定 IP アドレスの場合には、IP アドレスでの入力をお勧めします。 
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HTTP ポート： 

  Policy Manager のインストール時に指定されたホストモジュール（HTTP ポート）をご指定ください。 

 

  HTTPS ポート： 

  Policy Manager のインストール時に指定されたホストモジュール（HTTPS ポート）をご指定ください。 

 

  ホストを認識する： 

  Policy Manager が各ホストを認識する為に割り振られる UID の割り振り方法について指定します。 

  通常ではデフォルト値の“SMBIOS グローバル一意識別子”で結構でございます。 

 

 

15. Policy Manager のドメインツリーに簡単にインポートする為のカスタムプロパティを設定できます。 

  Policy Manager 側でインポートルールにカスタムプロパティを設定されている場合には、プロパティ 

名・プロパティ値を登録して[次へ]を押します。未設定の場合にはそのまま[次へ]を押してください。 

 

 

 

 

16.通常、“競合ソフトウェアをアンインストールする（推奨）”はチェックされたままで[次へ]を押します。 
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17.再起動が必要な場合の再起動オプションを設定し[完了]を押します。 

 

 

18.インストーラが作成完了となりますと以下の画面となりますので[OK]を押した後に[閉じる]から 

  インストールパッケージ画面を閉じてください。 

 

 

19.エクスポートされたインストーラを用いて各ホストへインストールをお願いいたします。 
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